
� はじめに
HBoVは，２００５年９月にスウェーデンの呼吸器感染症患者

の鼻咽頭液から初めて発見されたウイルスで１），以後世界各

地で報告されるようになった。我が国においても，２０１０年７

月，国立感染症研究所より「ボカウイルス検査マニュアル」２）

が示され，現在多くの地方衛生研究所で検討されている。

HBoVは，パルボウイルス科パルボウイルス亜科ボカウイ

ルス属に分類され，エンベロープを持たない直鎖一本鎖

DNAウイルスと推定されている。乳幼児呼吸器感染症の原

因ウイルスとして考えられているが，報告数も少なく，さら

なる疫学情報の蓄積が必要である。そこで，２００７年から２０１０

年まで徳島県感染症発生動向調査として採取された検体から

HBoVの検出を試み，徳島県における罹患状況など調査し，

臨床症状と合わせ若干の知見を得たので報告する。

� 材料及び方法
１ 検査対象

２００７年から２０１０年まで，徳島県感染症発生動向調査として

県内小児科定点医療機関で採取された咽頭拭い液８６３検体，糞

便３０３検体，髄液１４検体，計１１８０検体を検査対象とした（表

１）。

検体内訳として性別は，男性６１６検体，女性５６１検体，性別

不明３検体，年齢別は，０歳１７７検体，１歳２９１検体，２歳１８９

検体，３歳９６検体，４歳７３検体，５歳７８検体，６歳以上２４６

検体，年齢不明３０検体であった。臨床診断名別では呼吸器疾

患７４９検体，胃腸炎２７８検体，その他の疾患１５３検体であった。

２ 方法（図１）

検査方法は，国立感染症研究所が示した「ボカウイルス検

査マニュアル」２）に準じた。

� DNA抽出

QIAamp Viral RNA mini kit（QIAGEN）を用い，検体

よりウイルス DNAを抽出。

� PCR

プライマー１８８F，５４２R，TaKaRa Ex Taq Hot Start
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表１

検体種別 検体数 年齢群 男 女

咽頭拭い液 ８６３ ０ヶ月～４０歳 ４５４ ４０７

糞便 ３０３ ３ヶ月～１９歳 １５０ １５２

髄液 １４ ２ヶ月～２８歳 １２ ２

計 １１８０ ０ヶ月～４０歳 ６１６ ５６１
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Version（TaKaRa）を用い，PCR（９４℃１０分，９４℃１

分・５４℃１分・７２℃２分×３５サイクル，７２℃５分）を実

施。

� 電気泳動

２％アガロース電気泳動により PCR産物（３５４bp）を

確認。

� 塩基配列解析

PCR産物を精製後，ダイレクトシーケンスにより塩基

配列を決定し，BLASTによる相同性検索を行い HBoV

であることを確認。

� 有意差検定については，統計解析ソフト SPSSを用い

て，χ２検定を行い，P＜０．０５を有意とした。

� 系統樹解析

HBoV遺伝子が確認された検体の一部について，全長

シーケンスを行い分子系統樹を作成した。

� 結果
１ 全１１８０検体のうち３２検体から HBoVが検出され，検出

率は２．７％であった。男女別での検出率は，男性２．３％（１４／

６１６），女性３．２％（１８／５６１）であった（表２）。

２ 疾患別での検出率は，呼吸器疾患４．０％（３０／７４９），胃腸

炎０．４％（１／２７８），その他の疾患０．７％（１／１５３）であった

（表３）。

３ 年齢別での検出率は，０歳３．４％（６／１７７），１歳５．８％

（１７／２９１），２歳２．１％（４／１８９），３歳０．０％（０／９６），４

歳４．１％（３／７３），５歳２．６％（２／７８）であったが，６歳

以上の検体から HBoVは検出されなかった（表３）。

４ HBoVが検出された患者の臨床症状を他のウイルス検査

結果とともに表４にまとめた。陽性となった患者の年齢は

６ヶ月から５歳，症状としては，全ての患者に発熱が認め

られ，下気道炎症状のある患者が多く見受けられた。ヒト

メタニューモウイルス，アデノウイルスなど他のウイルス

との重複感染例も２５．０％（８／３２）認められた。

５ ２００７年から２０１０年まで月別に分類した検出率を図２に示

した。毎年２月から８月までの間，検出率は３～１０％の範

囲で推移したが，２００８年５月は２５％，２００９年４月は３８．５％

と非常に高値を示した。また，９月から１月まではどの年

も検出されなかった。

６ 検出された一部の HBoVについて VP１／VP２領域の分子

図１

表２

男 女 合計

検査件数 ６１６ ５６１ １１８０

陽性数 １４ １８ ３２

検出率 ２．３％ ３．２％ ２．７％

表３

疾患 全疾患 呼吸器疾患 胃腸炎 その他疾患

年齢 検体数 陽性数 検出率 検体数 陽性数 検出率 検体数 陽性数 検出率 検体数 陽性数 検出率

０歳 １７７ ６ ３．４％ ９７ ５ ５．２％ ６０ ０ ０．０％ ２０ １ ５．０％

１歳 ２９１ １７ ５．８％ １８６ １６ ８．６％ ６６ １ １．５％ ３９ ０ ０．０％

２歳 １８９ ４ ２．１％ １２３ ４ ３．３％ ３９ ０ ０．０％ ２７ ０ ０．０％

３歳 ９６ ０ ０．０％ ６６ ０ ０．０％ １５ ０ ０．０％ １５ ０ ０．０％

４歳 ７３ ３ ４．１％ ４８ ３ ６．３％ ２０ ０ ０．０％ ５ ０ ０．０％

５歳 ７８ ２ ２．６％ ５２ ２ ３．８％ １６ ０ ０．０％ １０ ０ ０．０％

６～１０歳 １８５ ０ ０．０％ １３２ ０ ０．０％ ３５ ０ ０．０％ １８ ０ ０．０％

１１～１５歳 ４０ ０ ０．０％ ２４ ０ ０．０％ ６ ０ ０．０％ １０ ０ ０．０％

１６歳以上 ２１ ０ ０．０％ ６ ０ ０．０％ １２ ０ ０．０％ ３ ０ ０．０％

年齢不明 ３０ ０ ０．０％ １５ ０ ０．０％ ９ ０ ０．０％ ６ ０ ０．０％

合計 １１８０ ３２ ２．７％ ７４９ ３０ ４．０％ ２７８ １ ０．４％ １５３ １ ０．７％
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表４

No 年齢 性別 検体 診断名 臨床症状 発症日 採取日 重複感染 No 年齢 性別 検体 診断名 臨床症状 発症日 採取日 重複感染

１ １ M TS 急性熱性咽頭炎 発熱（４０℃） ３／２４／０７ ３／２４／０７ － １７ １ M TS 急性肺炎
発熱（３９．３℃）
肺炎
中耳炎

３／２７／０９ ４／９／０９ －

２ １ F TS 気管支炎 発熱（３９．１℃）
気管支炎 ４／８／０７ ４／１３／０７ － １８ １ F TS 急性熱性咽頭炎 発熱（４０℃） ４／８／０９ ４／１４／０９ －

３ １ M 便 胃腸炎
気管支炎

発熱
胃腸炎症状
気管支炎

４／１０／０７ ４／１６／０７ － １９ １ M TS 気管支炎 発熱（３９℃）
気管支炎 ４／１２／０９ ４／１５／０９ －

４ １ M TS 急性肺炎 発熱（４０℃）
肺炎 ５／２０／０７ ５／２２／０７ － ２０ １ F TS 急性肺炎 発熱（４０℃）

肺炎 ４／１１／０９ ４／１６／０９ hMPV

５ ２ F TS 喉頭気管支炎 発熱（３９．５℃）
気管支炎 ８／２７／０７ ８／３１／０７ hMPV ２１ １ M TS 急性肺炎 発熱（３８．５℃）

肺炎 ４／２／０９ ４／２３／０９ －

６ ８M F TS インフルエンザ 発熱（３９℃）
気管支炎 ２／１３／０８ ２／１５／０８ － ２２ １ F TS 気管支炎

発熱（３９℃）
気管支炎
喘息様

４／２０／０９ ４／２２／０９ －

７ １ F TS 咽頭結膜熱 発熱（４０℃）
肺炎 ２／２３／０８ ２／２５／０８ Adeno‐１ ２３ １ M TS 気管支炎 発熱（３９℃）

気管支炎 ４／２０／０９ ４／２４／０９ －

８ ２ F TS 急性肺炎 発熱（４０℃）
肺炎 ３／１８／０８ ３／２１／０８ － ２４ ２ F TS 気管支炎 発熱（３９℃）

気管支炎 ４／１７／０９ ４／２７／０９ －

９ ４ F TS 急性肺炎 発熱（３９℃）
肺炎 ５／２１／０８ ５／２３／０８ － ２５ １ M TS 気管支炎 発熱（３８．８℃）

気管支炎 ４／２０／０９ ４／２４／０９ RS

１０ ４ M TS 急性肺炎 発熱（３９．５℃）
肺炎 ５／２３／０８ ５／２７／０８ － ２６ ８M F TS 急性熱性咽頭炎 発熱（４０℃） ４／３０／０９ ５／２／０９ －

１１ １ M TS 急性肺炎
発熱（３９℃）
肺炎
嘔吐

５／２６／０８ ５／２８／０８ － ２７ ２ F TS 急性熱性咽頭炎 発熱（４０℃）
上気道炎 ５／２７／０９ ５／３０／０９ －

１２ ４ M 便 胃腸炎
発熱（３９．５℃）
嘔吐
肺炎

５／２７／０８ ５／２９／０８ － ２８ １ M TS 咽頭結膜熱
発熱（３９．５℃）
結膜炎
下気道炎

４／１２／１０ ４／１６／１０ Adeno‐２

１３ １０M F TS 咽頭結膜熱 発熱（３９．５℃）
気管支炎 ５／２８／０８ ５／３１／０８ Adeno‐２ ２９ １ F TS 急性熱性咽頭炎 発熱（４０℃） ４／２５／１０ ４／２７／１０ －

１４ ６M F TS ヘルパンギーナ 発熱（３９．４℃）
口内炎 ６／２２／０８ ６／２３／０８ CA‐１０ ３０ ５ F TS 肺炎 発熱（３９℃）

肺炎 ６／１３／１０ ６／１８／１０ －

１５ １１M F TS 気管支炎 発熱（３８．４℃）
気管支炎 ７／４／０８ ７／４／０８ － ３１ ５ F TS 不明

発熱（４０℃）
胃腸炎症状
肺炎

７／１４／１０ ７／１７／１０ －

１６ １１M M TS 急性肺炎 発熱（３９．８℃）
肺炎 ４／３／０９ ４／７／０９ hMPV ３２ １ M 便 急性熱性咽頭炎 発熱（３９℃） ８／４／１０ ８／７／１０ －

図２
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系統樹を作成した２）ところ，２００８年の検体はグループ１が

主で，２００９年，２０１０年の検体はグループ２に属していた

（図３）。

� 考察
２００７年から２０１０年まで徳島県小児科定点医療機関で採取さ

れた検体のうち２．７％から HBoVが検出された。χ２検定を

行った結果，検出率に男女別の有意差は認めなかったもの

の，疾患別では呼吸器疾患の検出率が他の疾患に比べ有意に

高く，HBoVは，乳幼児呼吸器感染症の原因ウイルスとして

重要な位置を占めていると考えられた。

呼吸器症状を示さない胃腸炎患者便からの検出報告３）もあ

るが，今回，胃腸炎患者糞便１検体から HBoVが検出され

たが，臨床症状で肺炎も認められたため，胃腸炎症状のみを

示す患者からは検出することは出来なかった。

抗体保有率調査により５歳までにほとんどの人が HBoV

の初感染を受けていることが示唆されている４）。今回の調査

でも，６歳以上の検体から HBoVは検出されず，５歳まで

に多くの人が抗体を獲得していると考えられた。

HBoVは，他のウイルスとの重複感染例も多く報告さ

れ５），今回の調査においても，検出８例で他のウイルスが検

出されたが，例数も少なく特定ウイルスとの重複感染を推定

することはできなかった。

石黒らの調査によると，HBoVは１月から７月にわたって

検出され，特に２月から５月の冬から春に多く検出されたと

報告されている６）。今回の調査においても，４年間の月別検

出率は，２月から８月まで３～１０％の範囲で推移し，４月か

ら５月にかけピークが見られたが，９月から１月までは全く

検出されず，季節性を認めた。

さらに，２００８年５月は２５％，２００９年４月は３８．５％と非常に

高い検出率を示したのに対し，２００７年と２０１０年はピークが見

られないことから，徳島県において２００８年と２００９年に２年続

けて HBoVの流行があったと推定された。HBoV主要抗原 VP

１／VP２領域の塩基配列は大きく３つのグループに分類される

が２），２００８年に検出された HBoVは，主にグループ１に属

し，２００９年，２０１０年の検体は，グループ２に属した。２００８年

及び２００９年にかけて HBoV遺伝子型のグループ１から２へ

の変異が，２年続けての流行の一因とも考えられた。

図３
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HBoVは，世界中に広く分布し，今回の調査でもとくに乳

幼児呼吸器感染症の原因ウイルスとして重要な位置を占めて

いると考えられるが，未だに不明な部分も多い。これからも，

データを蓄積し，臨床症状も含めながらの検討が重要と考え

られた。

� まとめ
１ 小児感染症患者より，HBoV遺伝子が２．７％検出された。

２ 呼吸器疾患からの検出率が高く，胃腸炎症状のみを示す

患者からは検出されなかった。

３ HBoV遺伝子は，６歳以上の検体から検出されなかった。

４ 重複感染は２５．０％（８／３２）の例で認められた。

５ 季節性（２月～８月）を認め，２００８年から２００９年にかけ

徳島県において HBoVの流行が認められた。
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